
■
地
域
の“
と
が
っ
た
”
に
学
ぶ 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
の
ツ
ボ
②

二
〇
一
一
年
発
行
の
『
地
域
の″
と
が
っ
た
〟
に

学
ぶ 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
の
ツ
ボ
』
の
続
編
。

今
回
は
主
に
資
源
の
見
つ
け
方
や
生
か
し
方
に

関
す
る″
と
が
っ
た
〟
を
中
心
に
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。
二
〇
一
二
年
五
月
発
行
。

■
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
サ
イ
ト 

２
０
１
２

　
　
（
日
本
人
海
外
旅
行
市
場
の
動
向
）
最
新
刊

日
本
人
海
外
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
構
造
的
な
変

化
と
そ
の
要
因
を
詳
細
に
解
説
し
た
レ
ポ
ー

ト
。
二
〇
一
一
年
の
最
新
市
場
動
向
を
カ
バ
ー
。

当
財
団
の
独
自
調
査
を
基
に
、
変
化
の
下
に

働
く
中
・
長
期
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。
日
本
語
版
、
英
語
版
あ
り
。

二
〇
一
二
年
七
月
発
行
。

■
自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
２
０
１
１
／
２
０
１
２

当
財
団
が
自
主
事
業
の
一
環
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
自
主
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た
論
文

集
。
観
光
を
取
り
巻
く
領
域
は
さ
ら
に
広
が

り
、
多
様
な
観
点
か
ら
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
流
れ
を
反
映
し
、
温
泉
地

の
住
民
意
識
を
通
し
て
今
後
の
温
泉
地
の
在

り
方
を
探
る
研
究
や
、
観
光
地
を
訪
れ
た
観
光
客
の
「
感
情
」
や
満
足
度
の

調
査
を
競
争
力
の
高
い
観
光
地
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
研
究
な
ど
、
新
し
い
ア
プ

ロ
ー
チ
を
試
み
た
研
究
も
収
録
。
併
せ
て
当
財
団
が
主
催
す
る
研
修
事
業（
セ

ミ
ナ
ー
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
）
や
出
版
・
広
報
の
概
要
に
つ
い
て
も
紹
介
。

二
〇
一
二
年
八
月
発
行
。

■
旅
行
者
動
向
２
０
１
２　

最
新
刊

最
新
の
旅
行
の
実
態
や
旅
行
者
の
意
識
に
関

す
る
全
国
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
、
当
財

団
独
自
の
切
り
口
で
分
析
、
グ
ラ
フ
や
図
表
を

多
用
し
て
分
か
り
や
す
く
解
説
。
二
〇
一
二

年
十
月
発
行
。

※ 

当
財
団
出
版
物
の
ご
注
文
は
ホ
ー
ムペー
ジ
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。
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◆
観
光
地
が
持
続
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。持
続
可
能
な
状
態
に
なって
い
る
か
ど
う
か
を
知

る
方
法
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。日
本
各
地
で
観
光

と
ま
ち
づ
く
り
と
を
結
び
付
け
て
地
域
の
活
性
化

を
考
え
、末
永
く
続
く
モ
デ
ル
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

◆
今
号
で
取
り
上
げ
た
特
集
企
画
は
当
財
団
観
光
調

査
部
か
ら
の
提
案
と
なって
い
ま
す
。
科
学
的
な
方

法
で
持
続
可
能
な
観
光
、観
光
地
を
目
指
す
た
め
に
、

「
指
標
」「
モニタ
リ
ン
グ
」
と
い
う
ツ
ー
ル（
道
具
）を

活
用
す
る
方
法
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。中
島
・
清
水

両
研
究
員
が
世
界
観
光
機
関（
U
N
W
T
O
）
の

指
標
に
つい
て
紹
介
し
、
日
本
国
内
で
の
適
用
に
向

け
て
の
展
望
を
試
み
ま
し
た
。
指
標
の
方
法
論
で

研
究
、
実
践
活
動
さ
れ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス・
サ
リ
ー

大
学
の
ミ
ラ
ー
教
授
か
ら
巻
頭
言
と
特
集
に
ご
寄
稿

い
た
だ
き
、英
文
原
稿
と
和
文
参
考
訳

を
併
載
し
ま
し
た
。海
外
事
例
の
ほ
か
、

日
本
で
の
指
標
導
入
の
際
の
留
意
点
な

ど
の
提
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
特
集
テ
ーマ
か
ら
の
視
座
で
寺
崎
が
い
う

よ
う
に
、
観
光
地
の
住
民
が
「
心
安
ら

か
な
暮
ら
し
を
持
続
す
る
」
こ
と
を
観

光
地
づ
く
り
の
根
本
に
据
え
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

◆「
自
主
研
究
報
告
」で
は
、住
民
の
意
識

調
査
で
得
ら
れ
た「
数
値
」を
基
に
地
域

住
民
と
観
光
の
関
係
について
福
永
研
究

員
が
研
究
の
一
端
を
紹
介
し
ま
し
た
。

客
観
的
な
デ
ー
タ
を
ベー
ス
に
観
光
地
づ

く
り
を
考
え
る
一
例
に
なって
い
て
、
特

集
テ
ーマ
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

◆
編
集
方
針
を
変
え
て
の
二
号
目
の
内
容

は
い
か
が
で
し
た
か
。
当
財
団
の
活
動
を

知
って
い
た
だ
け
る
誌
面
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。 

（
片
桐
）

観
光
文
化
編
集
室
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス：

kankoubunka@
jtb.or.jp

●

古
来
、
宿
屋
は
旅
人
と
地
域
住
民
が
同
じ
屋
根
の
下
で
交
流
、会
食
が
で
き
る
唯
一

の
場
と
し
て
、
文
化
の
伝で
ん

播ぱ

や
情
報
の
拡
散
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。
宿
屋
は
そ
の
国
、
そ
の
地
域
の
生
活
文
化
や
接
待
文
化
を
表
現
し
て
き
た
こ

と
で
、
世
界
各
国
に
発
展
し
、
今
で
は
文
化
観
光
の
目
的
地
と
も
なって
い
ま
す
。

次
号
特
集
で
は
、
近
世
か
ら
近
代
に
お
け
る
宿
屋
の
成
立
過
程
や
、
交
流
機
能
と

文
化
表
現
の
変
遷
を
日
本
お
よ
び
外
国
の
事
例
を
通
じ
て
、
今
後
の
ホ
テ
ル・
旅
館

の
在
り
方
を
展
望
し
ま
す
。

編
集
後
記

次

号

予

告

当
財
団
か
ら
の
お
し
ら
せ

公益財団法人  日本交通公社  出版物のご案内

「
研
究
員
コ
ラ
ム
の
紹
介
」（
二
〇
一二
年
二
月
～
十
一
月
）

行
く
先
々
で
見
て
触
れ
て
、
そ
し
て
地
元
の
人
た
ち
と
語
り
、
感
じ
た
こ
と
。
世
相
の

な
か
に
見
た
観
光
の
未
来
像
な
ど
、
各
研
究
員
が
独
自
の
経
験
と
視
点
を
基
に
し
て
、

ホッ
ト
な
雑
感
を
つづ
り
ま
す
。

当
財
団
ホ
ー
ム
ペー
ジ「
研
究
員
コラ
ム
」に
掲
載
し
た
十
カ
月
分
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
６
０ 

マレ
ー
シ
ア
で
の
民
泊
体
験
を
通
じ
て
考
え
た
こ
と 

（
菅
野
正
洋
）

１
６
１ 

心
揺
さ
ぶ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
朝
礼 

（
久
保
田
美
穂
子
）

１
６
２ 

「
し
あ
わ
せ
」
の
感
じ
方 

（
黒
須
宏
志
）

１
６
３ 

財
政
統
計
か
ら
み
た
地
域
の
観
光
財
源
の
課
題 

（
塩
谷
英
生
）

１
６
４ 

宿
か
ら
地
域
活
性
化
を
考
え
る 

（
高
橋
葉
子
）

１
６
５ 

「
キ
ャ
リ
ン
グ
・
キ
ャパ
シ
テ
ィ
」
は
算
出
で
き
る
の
か（
そ
の
6
） 

（
寺
崎
竜
雄
）

１
６
６ 

つ
な
が
る
暮
ら
し
、
は
ぐ
く
む
未
来 

（
中
島
泰
）

１
６
７ 

パ
リ
国
際
大
学
都
市
を
訪
れ
て 

（
中
野
文
彦
）

１
６
８ 
風
景
を
生
き
た
ま
ま
残
す
と
い
う
こ
と 

（
堀
木
美
告
）

１
６
９ 
観
光
も
「
自
己
責
任
」
の
時
代
へ 

（
牧
野
博
明
）

１
７
０ 
「
成
功
施
設
」
で
は
地
域
を
救
え
な
い 

（
山
田
雄
一
）

１
７
１ 

物
語
を
活
用
し
た
研
修
に
チ
ャ
レ
ン
ジ 

（
吉
澤
清
良
）

１
７
２ 

観
光
の
未
来
を
つ
く
る
図
書
館 

（
渡
邉
智
彦
）

１
７
３ 

「
あ
る
べ
き
姿
」
を
考
え
る
際
の
視
点 

（
安
達
寛
朗
）

１
７
４ 

ソ
ー
シ
ャル
メ
デ
ィ
ア
時
代
の
到
来 

（
相
澤
美
穂
子
）

１
７
５ 

「
観
光
特
急
」「
観
光
列
車
」
で
列
車
の
旅
の
魅
力
アップ 

（
有
馬
義
治
）

１
７
６ 

先
進
事
例
を
「
物
語
」
で
学
ぶ 

（
岩
崎
比
奈
子
）

１
７
７ 

「
前
田
正
名
」
と
い
う
人 

（
梅
川
智
也
）

１
７
８ 

自
然
と
人
に
癒
さ
れ
る
道
～
済
州
オ
ル
レ
を
歩
い
て 

（
大
隅
一
志
）

１
７
９ 

多
文
化
に
触
れ
、
グ
ロ
ー
バル
を
養
う
「
旅
の
力
」 

（
岡
田
美
奈
子
）

１
８
０ 

タ
ブ
レッ
ト
端
末
の
威
力

 

～
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
も
動
画
サ
イ
ト
を
見
る
時
代
に 

（
川
口
明
子
）

当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ　
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